
Title 土橋家旧蔵書目並に解説

Author(s)

Citation 語文. 1954, 12, p. 44-52

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68462

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



土
橋
家
旧
蔵
書
書
目
並
に
解
説

は

じ

が

き

土
橋
家
は
大
阪
平
野
郷
の
七
名
家
の
一
で
あ
る
。
七
名
家
と
は
、
土
橋
、
井

上
、
末
吉
、
三
上
、
成
安
、
辻
籠
、
西
村
の
七
家
を
い
ふ
。
い
づ
れ
も
坂
上
田

村
麻
呂
の
子
、
広
野
麻
呂
の
裔
で
あ
る
。，
平
野
は
広
野
暦
の
領
有
地
で
あ
つ

た
。
そ
こ
で
、
そ
の
子
孫
が
代
々
こ
の
地
に
居
住
し
、
分
れ
て
七
家
と
な
つ
た

の
で
あ
る
。
土
橋
家
は
広
野
麿
よ
り
数
へ
て
十
七
代
目

（或
は
十
八
代
目
ど
も

い
ふ
）
坂
上
利
良
を
以
て
祖
と
し
、
利
良
よ
り
六
代
目
政
長
に
至
り
、
土
橋
を

以
て
氏
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
土
橋
家
が
わ
が
大
阪
の
地
に
於
て
文
化
史
的
意
義
を
も
つ
た
の

は
政
長
よ
り
更
に
十
三
代
目
の
の
ち
に
当
る
土
橋
友
直
が
含
翠
堂
を
設
立
し
た

か
ら
で
あ
る
。
友
直
は
泉
州
貝
塚
の
三
宅
友
政
の
男
で
、
少
に
し
て
土
橋
保
重

の
養
子
と
な
り
、
土
橋
家
を
嗣
い
だ
の
で
あ
る
。
彼
は
、少
く
し
て
京
に
上
り
、

居
る
こ
と
三
年
、
河
瀬
菅
雄
に
歌
学
を
、
後
藤
艮
山
に
医
学
を
学
ん
だ
。
ま
た

菅
雄
の
間
で
、
三
輪
執
慌
を
識
り
。
執
斎
に
も
教
へ
を
受
け
た
。
友
直
は
一
代

の
傑
物
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
父
祖
の
業
た
る
売
薬
業
を
継
ぐ
と
も
に
、
惣

年
寄
と
な
り
、
平
野
郷
の
代
官
と
な
つ
た
。
京
都
よ
り
帰
郷
す
る
や
、
ま
づ
郷

学
を
振
興
せ
ん
こ
と
を
志
ｔ
、
は
じ
め
泊
宅
に
講
筵
を
布
き
、
の
ち
同
族
に
助

け
ら
れ
て
、
含
黎
堂
を
創
設
し
た
。
大
阪
船
場
の
懐
徳
堂
と
と
も
に
、
わ
が
大

阪
が
天
下
に
誇
る
民
間
経
営
の
学
塾
で
あ
る
。
含
黎
堂
の
創
設
は
、
友
直
三
十

一
才
、
享
保
二
年

（西
紀
一
七
一
七
年
）
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
爾
来
、
明
治
の

初
め
新
学
制
の
布
か
れ
る
ま
で
、
こ
の
塾
が
続
い
た
。
含
黎
堂
の
位
置
は
、
今

の
大
阪
市
住
吉
区
平
野
京
町
三
丁
目
、
市
バ
ス
の
停
留
所
附
近
に
あ
り
、
杭
全

（く
ま
た
）神
社
か
ら
約
半
町
東
に
当
る
。
そ
の
跡
は
巳
に
残
つ
て
ゐ
な
い
け
れ

ど
も
、
こ
れ
を
管
理
し
て
ゐ
た
土
橋
家
は
今
に
連
綿
と
伝
は
つ
て
ゐ
る
。
そ
し

て
、
含
翠
堂
の
蔵
書
は
、
杭
全
神
社
に
保
管
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
ら
し
い

が
、
そ
の
遺
物
は
、
土
橋
家
の
古
文
書
と
共
に
土
橋
家
に
伝
存
せ
ら
れ
た
。

元
来
、
こ
の
平
野
の
地
は
文
芸
に
縁
り
の
あ
る
土
地
柄
で
あ
つ
て
、
こ
の
地

の
杭
全
神
社
に
は
古
く
か
ら
連
歌
所
が
あ
り
、
神
社
行
事
と
し
て
年
々
連
歌
の

催
し
が
あ
つ
た
。
友
直
や
そ
の
一
族
も
、
こ
の
連
歌
所
の
連
歌
に
参
会
し
、
多

数
の
作
品
を
残
し
て
居
る
。
ま
た
、
宝
永
三
年

（西
紀
一
七
〇
八
年
）
に
は
此

処
で
河
瀬
菅
雄
を
宗
匠
と
し
て
和
歌
三
百
首
の
献
詠
を
行
つ
た
り
し
て
ゐ
る
。

今
日
土
橋
家
の
文
書
を
見
る
に
、
友
直
は
、
京
都
の
里
村
家
に
入
門
し
て
連
歌

を
木
格
的
に
学
ん
で
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

含
繁
堂
及
び
土
橋
友
直
等
の
こ
と
は
、
森
繁
夫
氏
の

「含
黎
堂
考
」
に
詳
し

い
。
例
つ
て
、
委
細
は
そ
の
書
に
譲
つ
て
略
し
て
お
く
が
、
先
年
、
こ
の
含
繁

堂
考
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
含
黎
堂
の
木
額
を
は
じ
め
含
黎
堂
遣
物
及
び
土
橋
家

の
文
書
が
、
国
史
の
藤
直
幹
教
授
の
斡
旋
に
よ
り
、
あ
げ
て
わ
が
阪
大
文
学
部

の
有
に
帰
し
た
。
そ
の
う
ち
の
文
学
関
係
の
書
物
を
、
日
中
裕
助
教
授
が
整
理

し
、
そ
の
書
目
を
作
成
し
た
。
こ
の
中
に
は
貴
重
す
べ
き
も
の
も
含
ま
れ
て
ゐ

て
、　
一
往
こ
れ
を
活
字
に
移
し
て
わ
れ
わ
れ
の
学
問
上
の
便
宜
を
は
か
る
こ
と

の
必
要
を
感
じ
、
藤
教
授
の
諒
解
を
も
得
て
、　
呈
“文
」
に
こ
れ
を
附
載
す
る



こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
解
題
す
る
と
こ
ろ
の
所
謂
土
橋
家
旧
蔵
書
が
即

ち
そ
れ
で
あ
る
。

土
橋
家
の
旧
蔵
書
は
、
含
黎
堂
関
係
の
も
の
と
、
文
学
に
関
す
る
も
の
と
、

そ
し
て
土
橋
家
の
旧
記
文
書
の
類
と
に
三
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て

こ
こ
に
解
題
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
主
と
し
て
文
学
に
関
す
る
書

籍
で
あ
る
が
、
そ
の
文
学
に
関
す
る
書
籍
に
は
、
連
歌
書
歌
書
が
大
半
を
占
め

て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
連
歌
書
歌
書
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
土
橋
一
門
の
参

加
し
て
ゐ
る
連
歌
懐
紙
の
写
本
と
か
和
歌
の
類
で
あ
る
。
ま
た
、
友
直
を
は
じ

め
、
そ
の
代
々
に
好
学
の
士
が
多
く
、
連
歌
や
和
歌
を
嗜
む
人
も
す
く
な
く
な

か
つ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
好
学
の
人
達
が
写
し
伝
へ
て
お
い
た
連
歌
書
や
歌
書

が
あ
つ
て
、　
そ
の
中
に
は
貴
重
す
べ
き
も
の
も
あ
る
や
う
な
の
で
あ
る
。　
土

橋
家
の
人
々
の
作
品
に
は
、
文
学
的
価
値
を
多
く
期
待
し
得
な
い
が
、
郷
土
史

的
興
味
に
於
て
珍
重
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
に
混
つ
て
、
西
山
宗

因
、
河
瀬
菅
雄
、
三
輪
執
斎
等
の
名
家
の
作
も
見
出
だ
さ
れ
る
の
で
、
お
ち
な

く
そ
れ
ら
の
作
品
集
を
も
録
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
新
撰
つ
く
ば
集
そ
の
他

の
写
本
類
は
も
と
よ
り
古
典
研
究
の
よ
す
が
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
異

議
な
く
収
録
し
て
ゐ
る
。

含
翠
堂
は
、
懐
徳
堂
と
は
深
い
関
係
を
も
つ
て
ゐ
る
。
懐
徳
堂
の
創
設
者
三

宅
万
年
は
、
含
翠
堂
に
も
講
獅
と
し
て
招
請
せ
ら
れ
て
を
り
、
享
保
九
年
の
大

阪
大
人
に
は
万
年
は
難
を
平
野
に
避
け
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、
こ
の
時
、
万
年

の
問
弟
た
ち
が
含
黎
堂
に
師
を
見
舞
ひ
、
含
黎
堂
の
規
模
を
見
る
に
及
ん
で
、

こ
れ
に
啓
発
せ
ら
れ
て
懐
徳
堂
建
立
の
志
を
興
し
た
と
言
は
れ
る
。
そ
の
後
も

五
井
蘭
洲
、
持
軒
父
子
、
三
宅
春
楼
、
中
井
竹
山
、
履
軒
兄
弟
、
中
井
蕉
園
、

並
河
寒
泉
等
代
々
の
懐
徳
堂
教
授
が
来
つ
て
講
義
を
し
て
居
る
し
、
含
翠
堂
と

い
ふ
塾
名
が
そ
も
そ
も
三
宅
万
年
の
命
名
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
と
い
ふ
因
縁

も
あ
る
。
従
つ
て
、
含́
黎
堂
文
書
に
は
、
懐
徳
堂
に
関
係
浅
か
ら
ざ
る
人
々
の

書
き
残
し
た
筆
跡
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
含
黎
堂
講
師
で
あ
つ
た
河
野
菅

雄
や
三
輪
執
斎
、
伊
藤
東
涯
等
の
書
も
多
数
収
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
執
斎
の
土

橋
友
直
の
死
を
弔
ふ
文
や
含
黎
堂
記
な
ど
は
長
文
の
和
文
で
、
而
も
名
文
で
あ

る
。
か
う
い
ふ
の
も
、
こ
れ
ら
の
名
家
の
伝
記
資
料
と
も
な
る
べ
く
、
ま
た
そ

の
文
学
を
考
へ
る
場
合
の
参
考
と
も
な
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
た
び
は
、
と

り
あ
へ
ず
、
土
橋
家
蔵
書
中
か
ら
主
と
し
て
連
歌
和
歌
和
文
関
係
の
も
の
に
つ

い
て
ヽ
目
録
と
解
説
と
を
附
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
の
利
用
価
値
は

学
者
の
力
に
侯
つ
こ
と
に
し
て
、解
説
は
簡
要
に
と
ど
め
た
。
尤
も
、
シ」れ
ら
の

中
に
は
、
以
前
土
橋
家
に
在
つ
た
頃
か
ら
一
部

・
の
筆
者
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
も
の

が
あ
つ
て
、
敢
へ
て
新
資
料
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
た
だ
、

わ
れ
わ
れ
の
研
究
上
の
便
宜
の
た
め
に
こ
こ
に
記
録
し
て
お
く
の
み
で
あ
る
。

本
目
録
並
に
解
説
は
、
日
中
助
教
授
の
執
筆
す
る
と
こ
ろ
、
不
備
の
点
は
大

方
の
示
教
を
待
つ
。

一

連

歌

論

書

１
筑

波

問

答

　

一
冊

諸
木
に
見
え
る

「応
安
第
五
天
初
春
…
。こ

の
奥
書

は
な
く
て
、　
た
ヾ

「右
帰
舟
斎
紹
与
か
き
て
愚
筆
に
取
か
へ
ら
る
ヽ
も
の
也
」
と
ば
か
り
あ

る
。
し
か
し
本
書
は
こ
の
紹
与

（紹
巴
門
）
自
筆
本
の
転
写
で
、
江
戸
初

期
の
写
し
と
見
ら
れ
る
。
書
写
は
、
厳
密
で
本
文
も
よ
く
、
類
従
木
を
正

し
う
る
個
所
が
少
く
な
い
が
、
こ
と
に
文
中

「懐
中
よ
り
一
通
を
ど
り
出

し
侍
し
か
ば
あ
ヶ
の
ま
ゝ
に
う
つ
し
と
ヽ
め
侍
る
也
」
の
次
に
「
連
歌
式

目
」
の
一
項
を
捐
げ
て
ゐ
る
点
な
ど
式
目
介
在
の
痕
跡
を
示
す
一
本
で
、

注
意
さ
れ
る
。



恣
鵞
顎林
諦
」餅
漿
峰羮

一い時「一薇摯峙崚〕一一むい［】̈け̈一』）ヽ一時脚“輝疇『［

一年一̈
｛̈驀け一『『一い一峠壽け硝蹴赫姉れ【稀』

「点ｒ称『

［̈『一基大．一］一器一申た（一暉̈̈
け疇一抑̈』中̈一赫『】̈

辟
慧
臨
洟
剛
宅
寧
な
一駒
）宝に

・̈一赫義一一̈一一こ目，。一】「一一『』に抑̈一け一一赫」』一

・』』』響̈中̈一粋】へたも彬「一畔一〔鰤一中一』』一輌い̈［

榊̈疇一碑叫義｝】̈一載轟｛“〓義］̈中攀一砕綺一】】｝】い【

一か
に
別
に
上
巻
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
図
書
寮
本
も
そ
の
書
写
以
前
に

す
で
に
上
巻
に
当
る
部
分
を
失
つ
て
ゐ
た
も
の
と
推
定
し
た
い
。
こ
の
や

う
に
土
橋
本
は
種
々
の
特
色
や
問
題
を
き
ち
、
そ
の
存
在
は
貴
重
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
な
ほ
本
書
に
つ
い
て
は

「古
典
文
庫
良
基
連
歌
論

集
二
」
に
校
訂
者
岡
見
正
雄
氏
の
解
説
が
見
え
る
。

３
初

心

抄

　

一
冊
　

　

　

　

　

　

　

．

室
町
期
の
写
で
、

「初
心
抄
」
の
後
に

「
二
条
殿
日
発
句
」
と

「新
式
目

歌
」
と
を
附
載
し
て
ゐ
る
。
初
心
抄
は
奥
に

「寛
正
三
年
八
月
十
九
日

心
敬
在
判
」
と
あ
る
が
、
内
容
は
所
謂

「専
順
法
限
之
詞
繊
之
事
」
に
等

し
い
。
詞
秘
之
事
は
国
語
学
大
系
第
十
四
に
内
閣
文
庫
本
や
高
野
辰
之
博

士
蔵
本

「宗
祗
一
札
」
が
読
刻
校
合
さ
れ
て
を
り
、
外
に
も
種
々
の
名
で

伝
は
つ
て
ゐ
る

（平
松
本

「宗
祗
作
初
心
書
」
等
）
が
本
文
の
間
に
大
差

は
な
く
、
た
ゞ
最
後
に

「此
一
帖
雖
憚
入
候
御
心
ば
へ
色
々
遊
共
打
す
て

ら
れ
て
こ
の
道
に
１
…
」
と
い
ふ
意
味
の
一
文
が
附
く
か
否
か
の
差
で
あ

ら
う
。

（内
閣
文
庫
本
は
こ
れ
が
な
く
て
、
発
句
切
字
十
八
之
事
な
ど
約

十
枚
に
互
る
記
事
が
加
は
つ
て
ゐ
る
の
は
後
の
追
加
と
思
ふ
）
し
か
し
土

橋
本
は
右
の
一
文
の
外
に
、
本
文
中
二
個
所
に
お
い
て
異
文
を
含
ん
で
ゐ

る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
第
一
は
右
の
一
文
の
前
、
「別
而
祈
薦
連
歌
之
事
」

の
次
に
、
「春
秋
の
発
旬
の
時
は
第
二
ま
で
は
同
季
候
は
で
は
か
な
は
ず

侯
…
…
」
以
下

「て
に
は
の
事
」
に
至
る
ま
で
約
二
十
条
の
式
目
に
関
す

る
注
意
が
見
え
る

・こと
で
あ
る
。
そ
の
中
三
条
ば
か
り
は

「心
敬
僧
都
庭

訓
」
中
に
類
似
の
文
を
も
つ
。
ま
た
専
順
・
宗
御
の
評
語
、
惣
持
坊
の
付

句
も
引
か
れ
て
ゐ
る
。
第
二
は
冒
頭
の

「連
歌
の
事
い
か
様
に
御
け
い
こ

あ
る
べ
ぎ
哉
ら
ん
、
御
尋
に
付
て
愚
意
の
思
所
あ
ら
ブ
ヽ
申
入
候
」
の
次

に

「む
か
し
二
条
殿
□
お
ほ
せ
ら
れ
し
連
歌
の
か
ゝ
り
も
今
摂
政
殿
の
御

気
色
歌
に
宗
嗣
の
宗
匠
の
時
申
お
も
む
き
肝
要
の
子
細
ば
か
り
を
し
る
し



御
不
審
共
に
く
わ
へ
侯
」
と
あ
り
、
次
い
で

「
一
、
条
々
の
事
」
と
し
て

発
旬
に
祝
言
と
神
祗
と
と
り
む
か
は
れ
候
は
ゞ
よ
き
発
句
は
あ
る
ま
じ
く

侯
…
…
」
の
一
条
が
介
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
こ
の
初
心
抄
０
後

に
二
条
殿
日
発
句
と
新
式
目
歌
と
が
附
い
て
あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
文
言

で
、
こ
れ
に
よ
る
と
右
の
二
篇
は
本
来
こ
ゝ
に
附
載
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
に

な
る
。
さ
て^
本
書
に
は
前
掲
寛
正
三
年
の
心
敬
の
奥
書
が
つ
い
て
ゐ
る
が

こ
れ
は

「さ
ゝ
め
ご
と
」
著
作
の
前
年
に
当
り
、
心
敬
の
な
ほ
十
住
心
院

に
在
つ
た
時
と
思
は
れ
る
が
信
頼
で
き
る
で
あ
ら
う
か
。
た
ゞ
い
へ
る
こ

と
は
、
叙
上
の
本
書
の
み
の
有
つ
条
々
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
格
別
心
敬

・　
作
と
す
る
こ
と
に
支
障
を
示
さ
な
い
の
が
注
意
さ
れ
る
が
、
本
書
全
体
の

構
成
か
ら
み
て
′
そ
の
配
置
に
や
ヽ
不
自
然
の
感
を
使
せ
る
点
が
あ
る
や

う
に
も
思
ふ
（殊
に
冒
頭
の
第
二
条
）。
本
書
の
写
は
優
秀
で
あ
る
が
、
第

五
紙
の
次
に
一
枚
の
脱
落
が
あ
る
。
巻
末
の
二
条
殿
日
発
句
は
正
月
一
・

二
一
三
・
六
日
の
四
句
の
み
。
新
式
日
歌
は
標
題
の
下
に

「宗
御
」
と
記

さ
れ
歌
数
六
四
首
¨
宗
倒
の
式
目
歌
は
平
松
家
木

「専
順
法
限
之
詞
秘
之

事
」
や
ヽ
宗
御

「連
歌
用
意
砂
」
に
附
載
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
十
二
首
乃

至
二
八
首
で
他
に
四
十
六
首
を
も
つ
本
も
あ
る
と
い
ふ
が
、
木
書
で
は
更

に
多
い
。
な
ほ
検
討
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

４

一　
　
　
詈
戸　
　
　
　
∵
冊
　
（他
と
ムロ本
）

イ
チ
ゴ
ン
と
傍
訓
し
て
あ
る
。
横
本
十
行
書
き
四
枚
の
小
篇
で
、
奥
に
■

附
は
な
く
て
た
ヽ
「興
俊
江
　
心
敬
在
判
」
と
あ
る
。
興
俊
は
心
敬
が
文

明
二
年
初
秋
に

「芝
草
」
を
書
き
与
へ
た
会
津
の
大
徳
で
あ
ら
う
。
内
容

は
寄
合
を
捨
て
ヽ
、
て
に
を
は
ｏ
心
・
詞
に
よ
つ
て
附
け
よ
と
い
ふ
趣
旨

の
も
の
で
あ
る
が
、
簡
潔
の
中
に
細
か
さ
が
あ
り
、
心
敬
の
見
解
一
般
に

比
し
て
も
、
別
に
ふ
′さ
は
ぬ
も
の
と
思
へ
な
い
。
中
に
寄
合
を
評
し
て
、

「只
賀
茂
の
ま
つ
り
に
数
千
度
と
を
り
た
る
物
を
見
る
が
ご
と
く
也
」
と

あ
る
言
葉
は
前
記
初
心
抄
の
土
橋
本
固
有
の
部
分
に
見
え
、
更
に
知
連
抄

下
巻

（図
書
察
本
・
土
橋
本
）
に
発
し
て
ゐ
る
。
と
も
か
く
他
に
同
種
の

伝
本
を
聞
か
な
い
の
で
注
目
さ
れ
る
。
本
書
は
後
に
、
十
四
条
か
ら
成
る

蝶辱綱伽聯昨能鳩凱い一蒙勒「率あ「売践軒は』審は糊議疏力ヽ二麒

る
が
、
蓋
し
慶
長
の
写
で
貞
俊
は
土
橋
氏
法
名
道
夢

（元
和
二
年
歿
）
で

あ
ら
う
。

５
心
敬
芝
草
奥
書
　
一
冊

２
３

寛
延
元
年
十
二
月
二
十
五
日
土
橋
宗
信
写
。
本
文
は
続
群
書
類
従
所
収
の

心
敬
僧
都
比
登
理
言
に
等
し
い
が
、
奥
書
は

「応
仁
二
年
八
月
晦
日
　
心

敬
書
之
」
と
あ
つ
て
や
ヽ
異
つ
て
を
り
、
更
に
前
者
の
も
つ
「文
明
十
一

年
…
…
」
の
奥
書
は
な
い
。
類
従
本
の
誤
脱
を
認
し
う
る
所
も
少
く
な
い

が
、
所
々
の
脱
文
も
目
に
つ
く
。
最
後
に

「今
彼
古
席
に
臨
み
し
は
法
眼

専
順
叉
心
敬
等
、
是
も
は
る
か
に
山
川
を
へ
だ
て
ヽ
か
う
が
ん
あ
る
こ
と

な
し
。
自
他
存
知
た
り
と
い
へ
ど
も
叉
如
夢
幻
泡
影
如
露
亦
如
電
如
何
思

量
敷
不
思
量
欺
」
の
一
文
が
加
は
っ
て
ゐ
る
。
な
ほ
外
に
自
句
自
注
の
芝

草
の
断
簡
を
含
む
一
冊
も
あ
る
。
即
ち

「芝
草
の
道
の
く
ち
葉
ど
も
拾
ひ

給
て
…
…
」
に
始
る
序
、
次
に

「芝
草
句
之
内
　
次
第
不
同
」
と
標
記
し

て
自
注
発
句
三
句
を
存
し
て
ゐ
る
。
本
文
は
、
明
応
本
に
最
も
近
く
、
朱

で
校
合
も
し
て
丁
寧
な
写
で
は
あ
る
が
、
断
片
に
す
ぎ
な
い
。

６
若

　

草

　

　

一
冊

奥
に

「右
一
冊
於
南
都
兼
載
公
作
分
号
若
草
也
」
と
あ
り
、
更
に
「天
正

八
年
臓
月
上
旬
平
野
庄
土
橋
良
秀
依
御
所
望
亀
手
不
顧
英
憚
応
友
命
者
也

松
千
代
十
二
歳
」
と
あ
る
。
良
秀
は
利
保
の
法
名
で
あ
る
が
、
土
橋
家
の



・系
図
に
よ
れ
ば
そ
の
歿
年
は
永
藤
二
年
二
月
十
五
日
と
あ
り
、　
一
説
に
天

正
申
と
も
い
ふ
。
恐
ら
く
後
説
が
正
し
い
こ
と
に
な
ら
う
。
本
書
は
善
写

で
あ
る
が
天
正
八
年
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
忠
実
な
透
写
と
思
は

れ
る
。
後
に
同
筆
で
兼
載
独
吟
何
人
百
韻

（発
句
　
雲
晴
て
鷹
が
ね
な
び

く
外
山
哉
）
を
附
載
し
て
ゐ
る
。

７
連
歌
比
況
集
　
　
一
冊

標
題
は
な
い
が
、
序
に

「友
人
是
を
一
覧
し
て
則
連
歌
比
況
集
と
名
付
く

…
…
」
と
あ
つ
て
書
名
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
序
に
い
ふ
宗
祗
と
の
関

係
か
ら
み
て
宗
長
作
と
す
る
説
が
よ
い
。
序
の
次
に
目
録
が
あ
り
、
「蓮
の

茎
」
以
下

「大
的
」
に
至
る
四
三
項
目
を
並
べ
、
そ
れ
に
順
つ
て
本
文
が

あ
る
。
順
序
は
桂
宮
本

（図
書
寮
典
籍
解
題
に
よ
る
）
と
相
違
す
る
。
善

写
で
あ
る
が
、
「大
的
」
の
項
の
末
尾
に
少
く
と
も

一
枚
を
久
脱
し
て
ゐ

る
。
従
つ
て
奥
書
は
分
ら
な
い
が
、
江
戸
初
期
の
写
で
あ
ら
う
。

８
於
湯
山
両
吟
百
韻
注
　
　
一
冊

文
明
十
四
年
二
月
五
日
の
宗
伊
・
宗
祗
両
吟
何
路
連
歌
の
注
で
、
宗
祗
自

注
と
思
は
れ
る
。

「鷺
は
霧
に
咽
て
山
も
な
し

梅
薫
る
野
の
霜
寒
き
こ
ろ

´

・発
旬
の
こ
ゝ
ろ
山
さ
へ
見
え
ぬ
朝
霧
に
う
で
ひ
す
の
む
す
ば
れ
た
る
敷
初

春
の
心
に
て
候
間
瑛
時
節
の
な
り
斗
に
侯
」
と
あ
る
。
江
戸
初
期
の
写
。

９
水

　

蛙

　

　

一
冊

前
半
は
付
合
の
書
で
、
「歌
に
、
水
に
す
む
鮭
花
に
鳴
鶯
」
以
下

「武
蔵

野
に
春
日
野
付
は
」
に
至
る
ま
で
二
四
〇
条
か
ら
成
り
、
題
名
は
第
一
条

か
ら
出
て
ゐ
る
。
い
づ
れ
も
和
歌
・
物
語
等
に
出
典
を
求
め
て
寄
合
の
根

拠
を
示
し
、
ま
た
七
賢
や
宗
祗
・
兼
載
等
の
例
句
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
後
半

は
語
つ
注
解
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
形
式
は
前
半
と
同
様
で
、

「ま

と
ゐ
」
以
下

「豊
の
明
」
に
至
る
一
二
八
条
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
福
井
久

蔵
博
士

「連
歌
の
史
的
研
究
後
篇
」
所
収
の
内
閣
文
庫
本
水
蛙
抄
は
右
の

前
半
と
同
種
の
も
の
の
ご
と
く
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
明
応
三
年
秋
の
著

作
ら
し
い
が
、
本
書
に
は
記
載
が
な
い
。

１０
随
　
心
　
集
　
　
一
冊

慶
安
四
年
仲
秋
　
一二
宅
玄
賀
写
。
一一本
を
蔵
す
る
が
一
本
は
他
の
写
ｔ
で
、

原
本

（掲
出
本
）
は
袋
綴
の
横
本
。
奥
に

「此
一
冊
者
垣
屋
続
成
所
理
い

な
み
が
た
く
て
手
に
を
は
の
大
概
ば
か
り
ｔ
る
し
侍
り
き
英
後
徳
丸
成
長

宇
津
堅
頼
両
人
依
所
望
以
世
俗
言
詞
付
様
行
様
大
方
書
之
例
為
世
俗
者
也

手
持
永
正
十
六
己

卯
寿
二
月
吉
辰
沙
弥
随
心
」
と
あ
り
、
次
い
で

「追

加
」
の
本
文
が
あ
つ
て
奥
に

「従
吉
田
左
近
広
典
被
所
望
而
所
持
者
也
　
即
匿
丹
後
守
永
全
判
」

と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

本
篇
は

「発
句
切
字
之
裏
」
に
は
じ
ま
り
四
四
条
、
追
加
は

「各
所
を
結

ぶ
句
之
事
」
以
下
十
三
条
。
宗
倒

・
宗
伊

¨
宗
祗

・
基
佐
等
の
句
、
語
が

見
え
、
奥
書
に
よ
つ
て
本
来
の
書
名
は

「世
俗
」
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

１１
至
　
宝
　
抄
　
　
一
冊

本
書
は

「此
一
帖
は
日
の
本
を
…
…
」
に
は
じ
ま
る
天
正
十
三
年
秋
の
法

橋
紹
巴
の
奥
書
あ
る
写
本
。
０
の
刊
本
と
は
異
同
が
あ
り
、
後
半
の

「言

．

葉
」
の
注
文
は
一
層
詳
し
く
な
つ
て
ゐ
る
。

・２
至
　
宝
　
抄
　
　
板
本
一
冊
　

・

大
本
、
二
八
枚
で
奥
附
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・３
連
歌
新
式
抄

（仮
題
）

一
冊

慶
長
十
七
年
五
月
二
十
一
＝
　
円
恵
法
印
写
。
抜
に

「右
一
巻
尾
州
蜂
屋



兵
庫
助
頼
隆
以
一
書
臨
江
へ
伺
之
時
新
式
に
無
相
違
と
て
大
方
記
付
被
送

之
…
…
」
と
あ
り
、
紹
巴
が
頼
隆
に
送
つ
た
こ
と
が
分
る
。

（頼
隆
は
天

正
三
年
二
月
八
日
、　
何
船
百
韻
を
興
行
し
て
を
り
、　
発
句
紹
巴
）
本
文

は
「韻
の
字
」
「物
の
名
」
以
下

「鞠
の
庭
・
法
の
庭
」
に
至
る
。
新
式
の

実
用
的
な
抄
本
で
あ
り
、
解
説
書
で
あ
る
。

・４
連
歌
初
心
抄
　
　
板
本
一
冊

寛
永
四
年
仲
秋
刊
。
題
蜜
は
剣
落
し
て
ゐ
る
が
、
奥
に

「右
一
冊
者
私
に

書
置
候
を
童
子
に
教
為
初
心
の
学
所
に
と
被
仰
候
間
注
之
‥
・
了
意
在
判
」

と
あ
り
、
浅
井
了
意
の
連
歌
初
心
抄
で
あ
る
。
用
語
を
月
分
け
に
排
列
し

て
証
歌
を
あ
げ
、
次
い
で

「発
旬
の
心
持
…
…
」
以
下

「付
合
」
に
至
つ

て
ゐ
る
。

・５
四

季

景

物
　
　
一
冊

内
題
の
下
に

「昌
琢
作
、
か
な
付
と
も
琢
筆
ノ
マ
ヽ
」
と
あ
る
。
正
月
物

か
ら
十
二
月
物
に
至
る
月
分
け
の
季
語
寄
せ
で
、
ま
ゝ
訓
み
仮
名
を
付
け

「二
月
二
渡
ル
」
等
の
注
記
を
加
へ
て
ゐ
る
。　
宗
祗
初
学
抄
な
ど
よ
り
詳

し
い
が
、
季
の
所
属
の
変
つ
て
ゐ
る
語
も
少
ぐ
な
い
。
奥
に

「右
以
渡
辺

宗
賢
自
筆
本
写
之
」
と
あ
り
、
土
橋
宗
信
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
。
な
ほ

宗
賢
は
摂
津
池
田
住
の
好
士
。

・６
法
眼
昌
琢
説
聞
書
井
寛
佐
聞
書
　
　
一
冊

２
３

延
宝
四
年
三
月
下
旬
　
土
橋
宗
静
写
。
い
ろ
は
四
八
部
に
分
類
し
た
式
目

の
書
で
、
部
毎
に
昌
琢
説
聞
書
と
寛
佐
聞
書
と
を
分
け
載
せ
て
ゐ
る
。

（寛
佐
は
琢
門
の
高
足
で
、
豊
後
円
寿
寺
十
四
世
。
そ
の
一
座
し
た
連
歌

は
旧
蔵
書
中
に
少
く
な
い
。）
次
に

「連
歌
不
審
条
々
宗
祗
宗
長
尋
明
」及

び

「賦
物
篇
」
を
合
冊
し
て
ゐ
る
。
前
者
は
両
者
の
式
目
説
を
そ
れ
ぞ
れ

経
め
て
列
挙
し
て
あ
り
、
奥
に

「巳
上
弐
百
五
十
余
ケ
条
　
明
応
九
年
六

月
四
日
宗
祗
宗
長
撰
之
畢
」
と
あ
る
。
当
時
宗
祗
は
在
京
し
た
が
、一バ
長
は

疑
は
れ
る
。
後
者
は
奥
に
「享
徳
元
年
壬
申
十

一
月
日

一
条
殿
御
作
云
々
」

と
あ
る
。

・７
十

一
代
集
所
賦
地
名
付
合

（仮
題
）

一
冊

土
橋
宗
静
筆
。
貼
紙
の
錯
線
し
た
厚
冊
で
草
稿
と
お
ぼ
し
く
、
恐
ら
く
筆

者
の
著
で‥
お
ら
う
。
い
ろ
は
分
け
で
、
勅
撰
集
所
賦
の
地
名
と
そ
れ
に
付

合
ふ
語
を
一
つ
づ
つ
対
照
し
て
あ
り
い
証
歌
も
丼
せ
載
せ
て
ゐ
る
。
例
ヘ

ば
、
「
い
ゐ
」
の
部
は

「岩
の
か
け
道
　
吉
野
。
雪
ふ
か
き
岩
の
か
け
道

あ
と
た
ゆ
る
吉
野
の
さ
と
も
春
は
き
に
け
り
　
待
賢
門
院
」
の
如
く
で
あ

る
。

・８
愚

問

雑

記
　
　
一
冊

寛
文
二
年
十

一
月
五
日
　
土
橋
宗
静
筆
。
自
作
か
。
本
文
は
「
い
づ
て
舟
」

以
下
の
舟
名
、
「秋
つ
は
の
衣
」
以
下
の
衣
名
、　
他
に

「四
季
衣
色
々
」

「詞
色
々
」
等
の
項
を
設
け
て
語
彙
を
集
め
、
万
葉
ご
古
今
序
・源
氏
・紀
・

八
雲
御
抄
・
神
中
抄
・
俊
頼
無
名
抄
等
を
引
い
て
注
解
を
施
し
た
も
の
で

主
と
し
て
連
歌
の
た
め
の
用
意
で
あ
ら
う
。

・９
付

合

小

鏡
　
　
板
本
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

延
宝
七
年
孟
夏
　
野
田
藤
八
刊
の
中
型
本
と
貞
享
二
年
三
月
　
・水
田
長
兵

衛
刊
の
小
本
と
の
二
本
を
蔵
す
る
が
、
刊
記
を
改
め
た
外
は
板
は
同

一
で

あ
る
。
右
の
延
宝
板
の
前
に
も
小
本
が
出
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
ふ
。

２０
連
歌
安
心
集
　
　
板
本
一
冊

寛
保
三
年
四
月
豊
前
宇
佐
安
心
院
重
清
の
著
。
改
装
さ
れ
て
序
・
跛
等
木

文
の
外
の
す
べ
て
を
失
つ
て
ゐ
る
。
⑩
的
は
略
、
同
じ
形
式
の
も
の
で
、

四
季
以
下
恋
・
述
使
・
釈
教
英
他
各
部
に
分
け
て
語
を
集
め
、
各
語
に
つ



い
て
そ
れ
ぞ
れ
付
合
を
示
し
、
証
歌
を
拳
げ
て
ゐ
る
。

一一　
連
歌
選
集
・句
集

■
新
撰
魂
玖
波
集
　
　
二
冊

上
下
二
巻
で
、
巻
第
十
恋
連
歌
下
ま
で
が
上
巻
。
巻
頭
に
序
、
巻
末
に
、

「作
着
部
類
」
を
階
し
て
ゐ
る
。
諸
本
と
対
校
し
て
み
な
い
が
、
流
布
本

（続
々
群
書
類
従
所
収
）
と
の
相
異
を
い
へ
ば
、
集
中
の

「読
人
不
知
」
は

す
べ
て
朱
で
実
名
を
注
し
、
更
に

―作堵
部
類
の
床
に
そ
れ
ら
を
一括
、
巻

「測
に
列
拳
し
て
「以
上
五
十
二
句
」と
あ
る
。
流
布
本
に
は
な
い
が
、
「僧
」

一部
の
珠
、
曖
益
丸
以
下
の
記
載
が
ほ
ぼ
こ
れ
に
該
当
す
る
。
作
者
名
・
句

数

（朱
で
注
す
）
に
も
異
同
が
少
く
な
く
、
流
布
本
の
誤
脱
を
訂
正
す
べ

き
も
の
が
多
い
。
句
は
巻
十
一
に
一
句
、
巻
十
三
に
十
三
句
、
巻
十
九
に

二
旬
、
い
。つ
れ
も
本

・書
が
多
く
、
巻
一
に
二
句
、
巻
三
に
一
句
、
巻
十
一

に
一
句
、
巻
一
八
に
一
句
を
欠
く
。　
概
し
て
流
布
本
の
イ
本
に
一
致
す

る
。
奥
書
は
な
い
が
江
戸
初
期
の
写
で
あ
ら
う
。

２
竹

林

抄

　

一二
冊

元
文
四
年
六
月
二
十
日
　
土
橋
包
白

（八
三
郎
）
写
。
も
と
の
奥
書
に
、

「本
書
云
以
撰
者
宗
祗
本
所
令
書
写
也
」
′と
あ
る
。
上
巻
は
巻
第
四
冬
連

歌
ま
で
、
中
巻
は
巻
第
八
雑
連
歌
上
ま
で
、
以
下
下
巻
。
巻
頭
に
序
、
巻

末
に

「竹
林
抄
句
数
」
が
あ
る
。
即
ち
宗
制
三
五
一
句
之
内
発
句
四
二
、

賢
盛
三
二
九
旬
之
内
発
句
二
三
、
行
助
一
五
六
句
之
内
発
句
二
七
、
心
敬

三
九
七
句
之
内
発
句
七
仇
「
専
順
三
二
三
句
之
内
発
句
六
九
、
智
菰
一
九

一
之
内
発
句
二
二
、
能
阿
一
七
一
之
内
発
句
一
八
、
己
上
一
人
一
八
之
内

発
句
二
八
〇
句
と
あ
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
し
く
調
査
し
て
ゐ
な

い
。

３
老
　

葉
　
　
一一冊

上
巻
は
第
五
旅
違
歌
ま
で
ゞ
、
本
文
の
末
一枚
を
欠
き
、
下
巻
は
本
文
を

完
備
し
て
あ
る
が
、
そ
の
末
に
剣
落
の
痕
が
あ
る
。
奥
書
を
失
つ
た
か
と

思
ふ
。
室
町
末
期
の
写
で
、
本
文
は
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
の
無
注
本
に

近
い
。

４
老

　

葉

　

　

一
冊

奥
に

「宗
祗
付
句
を
後
よ
り
上
升
句
之
内
肖
柏
合
点
十
一
旬
　
文
亀
元
六

月
日
」
と
あ
り
次
い
で

「慶
長
十
六
年
弥
生
十
六
日
書
之
」
と
あ
つ
て
そ

の
奥
は
裁
り
取
ら
れ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
は
右
慶
長
木
の
転
写
で
あ
ら
う
。

０
と
同
様
、
再
編
本
に
同
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
と
も
か
な
り
異
る
本
文
を

も
つ
て
ゐ
る
。

ｇ
壁

　

草
　
　
　
一
冊
　
、

内
題
は

「壁
草
聞
書
」
と
あ
り
、
「旅
連
歌
」
ま
で
を
上
、
「恋
連
歌
上
」

以
下
を
下
と
す
る
。
即
ち
壁
草
の
附
注
本
で
あ
る
が
、
自
注
で
は
な
い
や

う
で
あ
る
。
奥
に

「宗
長
在
判
」
と
あ
る
自
版
が
あ
つ
て
、
略
、
続
群
書

類
従
本
の
そ
れ
に
同
じ
く
、
た
ゞ
「壁
草
と
い
は
ん
と
い
へ
ば
さ
も
や
有

べ
か
ら
ん
と
て
」
の
次
に

「打
わ
ら
ひ
ぐ
さ
な
を
文
亀
よ
り
永
正
九
年
の

昨
日
今
日
ま
で
」
と
あ
つ
て
前
者
の
脱
文
を
補
ひ
、
か
つ
成
立
年
代
を
示

し
て
ゐ
る
。
そ
の
次
に

「右
此
聞
害
者
切
々
以
懇
望
扱
覧
時
停
止
外
見
旨

堅
以
響
約
嘆
之
…
…
天
正
八
年
巳
亥
林
鐘
中
瀞
■
　
右
饉
宗
恵
」
次
い
で

漂
陀
（予
）盛
」
最
後
に
コ
π
縁
九
年
春
三
月
■
　
自
雲
軒
写
之
」
と
あ
る
。

６
発
　
句
　
帳
　
　
刊
本
四
冊

寛
文
六
年
仲
秋
　
長
尾
平
兵
衛
刊
。
四
季
を
四
巻
に
分
け
、
七
賢
以
来
心

前
・
玄
朽
に
至
る
ま
で
の
名
家
の
句
を
集
め
て
ゐ
る
。

７
長
州

一
之
宮
奉
納
発
句
　
　
刊
本
一
冊



元
藤
十
年
二
月
板
ｏ
界
の
西
脇
利
房
編
。
内
題
に

「長
州
一
之
宮
奉
納
短

尺
百
枚
」
と
あ
る
や
う
に
利
房
が
願
主
と
な
つ
て
長
門
住
吉
社
に
納
め
た

発
旬
短
冊
を
印
行
し
た
も
の
で
、
元
藤
五
年
九
月
の
昌
陸
の
験
が
あ
る
。

昌
陸

ｏ
昌
純
、
西
山
宗
春
、
岡
西
惟
中
等
の
外
、
平
野
の
作
者
と
し
て
土

橋
宗
静
や
そ
の
子
工
俊
、
末
吉
宗
久
・
奥
野
清
順
等
九
人
の
句
が
見
え
る

８
連
歌
梅
の
し
づ
く
　
　
刊
本
二
冊

正
徳
四
年
二
月
　
糟
淵
権
兵
衛
刊
。
正
徳
三
年
六
月
十
余
日
、
加
州
小
松

の
親
生
の
序
と
同
じ
く
小
松
の
松
原
維
忠
の
般
が
あ
る
。
本
書
は
北
野
の

観
明
軒
法
橋
能
順
の
家
集
で
、
歿
後
に
門
人
観
生
が
そ
の
三
十
年
来
の
発

句
を
蒐
集
刊
行
ｔ
た
も
の
で
あ
る
。

〓
中　
西
山
宗
因
連
歌
作
品

〔題
名
の
下
に
※
印
を
つ
け
た
も
の
は
、
頴
原
退
蔵
博
士
「西
山
宗
因

年
譜
」

「俳
諧
奥
の
研
究
」
所
収
〕
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

１
琢

出

座

※

　

一
冊

昌
琢
の
発
旬
に
始
る
そ
の
一
座
十
巻
の
合
集
で
あ
る
が
、
う
ち
第
七
巻
何

人
運
歌
に
豊

一
の
付
句
七
が
見
え
る
。
連
衆
は
昌
琢
以
下
宗
為
・玄
仲
。禅

昌
・
慶
純
・
玄
的
ｂ
了
倶
・
昌
穏
・
行
生
・
政
直
・
豊
一
・
長
吉
。

（玄

仲
は
最
初
の

一
順
の
み
で
、
あ
と
は
昌
視
に
か
は
る
。）
発
句

思
ひ
出
や

今
朝
大
ひ
え
に
富
土
の
雪
。
興
行
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
右
の
顔
触

れ
は
、
元
和
九
年
十
一
月
十
五
日
於
寿
徳
庵
百
韻

（福
井
博
士

「連
歌
の

史
的
研
究
後
篇
」、　
中
村
俊
定
氏

「西
山
宗
因
の
初
期
の
連
歌
」
国
語
国

文
・
昭
九
・
三
）
に
最
も
近
い
と
い
へ
よ
う
。
な
ほ
本
書
の
第
一
巻
よ
り

第
五
巻
ま
で
は
い
づ
れ
も
同
年
の
興
行
で
月
日
は
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

年
記
は

「同
六
」
と
し
か
な
い
。
し
か
し
第
一
は
福
井
博
士
の
前
掲
書
に

「元
和
六
年
松
平
主
殿
々
興
行
山
何
百
韻
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
あ
る
も

の
と
完
全
に
一
致
す
る
の
で
、
他
の
四
巻
も
同
様
に
す
べ
て
元
和
六
年
と

認
め
ら
れ
る
。

２
近
術
様
桜
御
所
千
句
　
　
一
冊

明
暦
四
年
一
月
二
十
八
日
土
橋
宗
静
写
。
寛
永
十
六
年
四
月
十
一
日
の
興

行
で
、
連
衆
は
悟
・
玄
的
以
下
十
三
人
。
宗

‥因
の
付
句
七
。

３
独

吟

百

韻

　

一
冊

父
じ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

寛
永
十
七
年
春
興
行
。
序
に
よ
つ
て
前
年
冬
、
讚
岐
下
向
の
次
に
自
峯
に

詣
で
た
そ
の
旅
を
し
の
ん
で
の
一
巻
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

４
英
方
宗
因
両
吟
百
韻
　
　
一
冊

尖
じ

興
行
年
月
日
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
が
、
野
間
光
辰
教
授

「連
歌
師
宗
因
・

国
語
国
文
・
昭
二
人
・
九
」
に
寛
永
十
八
年
九
月
三
十
日
と
記
さ
れ
て
お

る
も
の
に
該
当
す
る
。
発
句
英
方
・
脇
宗
因
で
以
下
旬
主
を
記
さ
な
ｔ、
。

な
は
本
書
は
０
と
合
本
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
外
に
昌
琢
の
死
を
悼
ん
だ
そ
の

年
寛
永
十
三
年
の
英
方
独
吟

「霊
鑑
」
や
、
年
時
不
開
の

「量
書
名
を
ヨ両

吟
」
も
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

５
於
小
堀
遠
江
守
殿
独
吟
四
百
韻

※
　
　
一
冊

文
祗
十
二
年
四
月
十
六
日
写
。
寛
永
十
九
年
九
月
三
日
の
一
日
興
行
で
、

奥
に

「右
四
百
韻
は
小
堀
遠
江
守
殿
に
あ
そ
ば
し
け
る
と
也
」
と
あ
る
。

前
掲
野
間
教
授
の
論
文
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
そ
の
も
の
で
、
第
一
樹
船
運

歌
。発
旬
　
梅
に
先
初
花
ぞ
め
の
こ
ゝ
ろ
哉
。以
下
第
二
何
末
、第
三
玉
荷
、

第
四
何
路
。
発
句
は
い
づ
れ
も
三
籟
集
に
見
え
る
が
詞
書
は
な
い
。

６
妙
風
庵
主
追
善
独
吟
千
句
　
　
一
冊

慶
安
二
年
九
月
二
十
三
日
の
序
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

７
末
吉
宗
党
十
七
回
忌
追
善
百
韻
×
　
　
一冊
２
３



薗
安
二
年
十
二
月
二
十
八
日
興
行
。
発
旬
に
昌
程
の
句
を
申
請
け
、
脇
は

宗
久
。
以
下
順
次
に
驚
翁
・
宗
因
ｏ
以
春
・
正
音
・
久
任
・宥
済
。道
仙
・

清
順
・
之
貞
・
一
通
・
尊
順
・
執
筆
の
一
座
で
宗
因
の
付
句
十
一
。
宗
久

は
宗
覚
の
子
で
三
八
才
。
久
任
は
天
満
西
日
氏
、
道
仙
は
平
野
辻
籠
氏
、

情
順
五
末
吉
氏
か
ら
奥
野
氏
に
入
り
法
襦
保
悟
と
よ
ん
だ
。
尊
順
は
天
王

寺
秋
野
僧
。
以
春
・
正
音
・
宥
済
・
之
貞
は
い
づ
れ
も
平
野
住
ら
し
く
、

一
通
は
久
任
と
同
様
宗
因
の
友
人
で
あ
ら
う
。
因
に
寛
文
十
二
年
四
月
於

大
阪
屋
敷
末
吉
宗
久
興
行
連
歌
に
宗
因
も

一
座
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

（杉

浦
正
一
郎
氏
・
国
語
国
文
・
昭
十
一
・
六
）

８
天
神
七
百
五
十
年
忌
法
楽
万
句
三
物
　
　
一
冊

慶
安
五
年
二
月
二
十
五
日
興
行
。
本
書
は
第
五
ま
で
を
欠
く
。
第
十
七

。何

心
連
歌
の
発
句
が
宗
因
。宗
久
を
は
じ
め
平
野
の
作
者
も
数
多
く
見
え
る

９
於
権
現
千
句

※
　
　
一
冊

承
応
三
年
四
月
五
日
平
野
権
現
社
で
の
興
行
。
第
一
の
発
句
を
長
秀
よ
り

請
け
、
連
衆
は
宥
済
・
正
音
ｏ
宗
因
・
以
春
・
宗
雄
・
宗
久
・
以
円
・
清

順
・
之
貞
・
顕
成
・
利
広
・
延
明
ｏ
宥
仙
等
で
、
宗
因
の
句
は
各
巻
十
二

づ
つ
”
う
ち
発
句
は
第
十
何
垣
連
歌
の

「神
の
道
弥
て
り
増
る
庭
火
哉
」

で
、
こ
れ
は
三
籟
集
に

「平
野
郷
千
旬
に
」
と
し
て
出
て
ゐ
る
。

１０
小

倉

千

句
　
　
一
冊

内
題

「於
豊
前
小
倉
城
御
賀
之
千
句
」。　
二
月
十
七
日
よ
り
二
十

一
日
に

Ｚ
る
独
吟
興
行
で
、
年
記
は
な
い
が
寛
文
五
年
の
作
。
写
本
三
部
が
蔵
せ

ら
れ
、　
一
本
は
他
の
写
し
で
あ
る
が
、
そ
の
原
本

（掲
日
本
）
は
青
表
紙

・
・
美
濃
紺
袋
綴
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

〓一　
―

１１
て
ぐ
り
舟
※
　

四
冊

第
一
・
第
二
の
両
冊
を
欠
い
て
ゐ
る
が
、
第
二
冊
ま
で
は
俳
諮
発
句
集
。

即
ち
巻
第
三
夏
・
巻
第
四
秋
・
巻
第
五
冬
で
あ
る
。
宗
因
は
「天
満
西
翁
」

と
記
し
て
二
十
首
収
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
も
と
よ
り
三
籟
集
に
は
見
え
な

い
。
因
み
に
平
野
作
者
と
し
て
宗
静
の
外
で
は
勝
政
・
安
直
・
重
庸
・
家

・
次
・
寸
計
の
名
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
土
橋
家
旧
蔵
の
懐
紙
類
に
は
現

は
れ
な
い
。
俳
諮
専
門
の
人
だ
つ
た
か
ら
で
あ
ら

，
か
。
巻
第
六
は
始
め

に

「維
時
寛
文
十

一
年
辛
亥
之
朱
律
　
阿
知
子
顕
成
」
と
記
し
た
序
が
あ

ヶ
■
戒
嶋
発
句
合
」
に
つ
ゞ
く
。
次
い
で

「寛
文
九
年
三
月
中
溝
　
松
山

玖
也
」
の
序
を
置
い
て
岩
城
に
お
け
る

「百
番
俳
諸
発
句
合
」
が
あ
る
。

左
右
五
人
づ
つ
で
玖
也
が
句
を
も
つ
て
加
判
ｔ
て
ゐ
る
。
阿
誰
軒
誹
諮
書

籍
目
録

（活
字
猷
刻
の
も
の
に
よ
る
）
に
七
冊
と
あ
る
の
に
従
へ
ば
本
書

は
夏
に
一
冊
を
失
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
他
に
伝
本
を
見
な
い
由
。

・２
西
山
三
籟
集
　
　
刊
本
二
冊
∴

「享
保
甲
寅
霜
月
　
西
山
氏
蔵
板
」。
享
保
十
九
年
九
月
の
法
眼
昌
建
の
険

が
あ
る
。
西
山
昌
林
の
編
で
、一バ
因
・
宗
春
・
昌
察
三
代
の
運
歌
発
句
集
。

他
に

「連
歌
集
Ｌ
と
題
す
る
一
冊
中
に
は
、
祖
自
・
昌
程
と
共
に
宗
因
の

加
点
し
た

「以
春
猿
吟
百
韻
」
が
あ
り
、
ま
た
宗
因
の
験
の
あ
る
延
宝
四

年
六
月
杉
村
友
春
撰

「温
故
日
録
」
刊
本
六
冊
も
見
え
る
。
（以
下
嗣
出
）

・附
記
。
右
解
説
中
に
そ
の
名
の
出
て
く
る

土
橋
宗
信
・
土
橋
宗
静
は
、
土
橋
の
分
家
で
あ
つ
て
、
宗
信
は
宗
静
の
孫

に
当
る
。
宗
静
は
、
通
称
九
郎
右
街
門
、
元
蔽
十
一
年
五
月
二
十
二
日
、

寿
六
十
三
才
で
歿
し
て
を
る
が
、
生
前
、西
山
宗
因
の
間
に
遊
び
、連
俳
を

好
ん
だ
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
宗
信
は
、
宝
暦
二
年
八
月
八
日
卒
去
。
土

橋
友
直
が
含
条
堂
創
設
に
当
ρ
て
は
そ
の
創
立
発
起
人
に
加
は
り
、
友
直

を
助
け
て
最
も
功
績
の
あ
つ
た
人
で
あ
る
。連
歌
を
西
山
宗
春
に
学
ん
だ
。

土
橋
旧
蔵
書
中
に
連
歌
書
が
多
数
収
め
ら
れ
、
特
に
宗
因
関
係
の
も
の
が

集
め
ら
れ
て
ゐ
な
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
二
人
の
力
で
あ
ら
う
。


